
No.8
2004

キッコーマン［フードカルチャー］

江戸で完成をみた和食が、和風洋食・中華食へと変貌してゆく

異国食の受容と変容―新たな食文化の受け入れと普及
………渡辺善次郎

紀元前二万年の大陸に、食文化の胎動がはじまっていた

世界の食の交差点―アメリカの食文化見聞録【上】
………加 藤 裕 子
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（
表
紙
の
解
説
）

『
ペ
リ
ー
提
督
・
将
兵
横
浜
上
陸
図
』

一
八
五
四
年
（
安
政
元
年
陰
暦
二
月
十
日
）
正
午
、

日
本
の
開
国
を
求
め
て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
東

イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
提
督
は
参
謀
長

ア
ダ
ム
ス
以
下
の
随
員
を
従
え
、
約
五
○
○
名

の
武
装
水
兵
に
護
衛
さ
れ
て
横
浜
に
上
陸
し
た
。

続
い
て
約
三
○
名
が
表
紙
左
手
に
見
え
る
横
浜

応
接
所
に
入
り
、
第
１
回
日
米
会
談
が
開
始
さ

れ
た
。
裏
表
紙
右
端
は
水
神
社
の
祠
、
背
後
の

大
木
が
横
浜
開
港
資
料
館
中
庭
に
繁
る
玉
楠
の
木

（
横
浜
市
指
定
地
域
文
化
財
）
の
先
代
と
伝
え
ら

れ
る
。
現
在
、
こ
の
地
域
一
帯
が
日
米
和
親
条

約
締
結
記
念
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。

ペ
リ
ー
艦
隊
随
行
画
家
ハ
イ
ネ
の
原
画
に
よ
る

石
版
画
（
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
）

したが、まさにしょうゆについて述べているかの

ようです。

このように一国の食文化が、世界各国の文化に

融け込み、新しい食文化として芽生え、成長する

とき、人々のより豊かな食生活が育まれるのです。

当センターの活動が、日本はもちろん世界の

国々の食の歴史や食文化の紹介にとどまらず、「食

の国際交流」に少しでも寄与できることを願って

います。

キッコーマン国際食文化研究センター

食の国際交流と豊かな食生活をめざして

日本通として知られ、ヨーロッパの生活も経験さ

れて、文字通り国際的な味覚を持たれた元米国駐日

大使・故ライシャワー博士は、「食の国際交流」が

世界中の人々に豊かな食生活をもたらしていること

を、当社に寄せたメッセージのなかで述べられてい

ます。そしてその例証として、日本人の食生活に欠

かせない基礎調味料・しょうゆのアメリカ進出と

成功を取り上げています。

また評論家の花田清輝は「真にナショナルなも

のは、実はインターナショナルである」と喝破しま
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【
食
の
温
故
知
新
】

近
代
社
会
に
仲
間
入
り
し
て
一
五
〇
年
。
わ
が
国
の
食
文
化
は
、
ど
ん
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

昨
年
（
二
〇
〇
三
年
）
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
四
百
年
目
に
あ
た
る
年
で
し

た
。「
江
戸
開
府
四
百
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
も
特
集
を
組
み
、「
江
戸
時
代
」
を
見
直
す
動
き
が
活
発
な
一
年
で
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
、「
日
米
和
親
条
約
」
締
結
百
五
十
周
年
の
年
。
当
時
（
一
八
五
四
年
）
の
わ
が
国
は
、

「
脱
亜
入
欧
」
を
合
言
葉
に
西
欧
近
代
国
家
へ
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
た
、
開
国
の
第
一
段
階
の
時
期
で

も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
、
十
八
世
紀
の
は
じ
め
に
は
人
口
百
万
を
超
え
る
世
界
第
一
の
巨
大
消
費
都
市
に

発
展
し
て
い
た
江
戸
は
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
西
欧
諸
国
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
も
の
と
、
諸
外
国
か
ら
の

評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
す
。
そ
の
江
戸
で
は
外
食
の
習
慣
が
生
ま
れ
、
日
本

各
地
か
ら
の
食
文
化
が
出
会
い
、
互
い
に
交
流
と
融
合
を
重
ね
た
結
果
と
し
て
、
わ
が
国
独
自
の
食
文

化
、「
和
食
」
の
完
成
を
み
て
い
た
の
で
す
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
や
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
に
代
表
さ
れ
る
「
和
食
」
が
世
界
の
食
卓
を
賑
わ
す
ま

で
に
普
及
し
て
い
る
時
代
で
す
が
、
開
国
を
境
に
、
わ
が
国
に
新
し
い
文
明
・
文
化
と
し
て
も
た
ら
さ

れ
た
諸
外
国
の
食
文
化
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
と
、
い
か
な
る
影
響
を
「
和
食
」
に
及
ぼ
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
米
和
親
条
約
百
五
十
周
年
を
機
に
、
文
明
開
化
か
ら
今
日
ま
で
の
わ
が
国
の
食
文
化
の
変
遷
を
、

多
面
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

そ
の
第
一
回
目
は
、
お
二
人
の
研
究
家
に
よ
る
、『
異
国
食
の
受
容
と
変
容
―
新
た
な
食
文
化
の
受
け

入
れ
と
普
及
』、『
世
界
の
食
の
交
差
点
―
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
見
聞
録
』
で
す
。

図版説明：文久元年（1861）頃の,英国スタンフォード製日本列島地図
YEDO(江戸）は日本の首都で、250万の住民がいる。また、MEACO(京都）には5万の住民と、E・ケンペル（『日本』―1733年―の著者）
によれば、6千を超える寺院があり、日本の総人口は2500万とも言われている、との記述がある（古地図史料出版株式会社所蔵）



日
本
の
食
の
歴
史
は
外
来
食
の
受
容
と
変

容
の
歴
史
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
弥
生
時
代
の
米
食
文
化
流
入

以
来
、
唐
風
の
大
饗
料
理
、
鎌
倉
時
代
の

精
進
料
理
、
戦
国
末
期
の
南
蛮
料
理
な
ど
、

次
々
と
異
国
の
食
文
化
を
受
容
し
、
日
本

的
な
風
土
と
味
覚
に
あ
わ
せ
て
た
く
み
に

変
容
さ
せ
つ
つ
、
ま
る
で
は
じ
め
か
ら
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
き
わ
め
て
自
然
な
形
で
、

自
分
た
ち
の
食
体
系
の
中
に
組
み
入
れ
て

き
た
歴
史
で
あ
る
。

そ
う
し
て
江
戸
時
代
に
完
成
し
た
食
が
い

わ
ゆ
る
「
和
食
」
で
あ
る
。
そ
の
和
食
に
さ

ら
に
大
き
な
要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

開
国
・
文
明
開
化
に
と
も
な
う
西
洋
食
文
化

の
流
入
で
あ
る
。

食
だ
け
で
な
く
、
社
会
も
文
物
も
大
き
く

変
っ
た
。
一
度
変
化
し
は
じ
め
る
と
日
本
社

会
の
変
わ
り
方
は
速
く
激
し
い
。

明
治
初
年
の
俗
謡
は

「
半
髪
頭
ヲ
タ
タ
イ
テ
ミ
レ
バ
因
循
姑
息

ノ
音
ガ
ス
ル
。
惣
髪
頭
ヲ
タ
タ
イ
テ
ミ
レ
バ

王
政
復
古
ノ
音
ガ
ス
ル
。
ジ
ャ
ン
ギ
リ
頭
ヲ

タ
タ
イ
テ
ミ
レ
バ
文
明
開
化
ノ
音
ガ
ス
ル
。」

と
う
た
っ
た
。

チ
ョ
ン
マ
ゲ
の
よ
う
な
奇
異
な
姿
は
外
国

に
は
見
ら
れ
な
い
と
、
散
髪
脱
刀
令
が
出
さ

れ
た
の
は
明
治
四
年
、
そ
の
頃
に
は
す
で
に

赤
白
青
の
左
巻
き
看
板
を
出
し
た
理
髪
店
が

い
く
つ
も
開
店
し
て
い
た
と
い
う
。
天
皇
も

早
速
散
髪
と
な
り
、
明
治
八
年
に
は
東
京
市

内
の
散
髪
者
は
二
五
％
、十
年
に
は
六
〇
％
、

二
十
年
頃
に
は
も
は
や
チ
ョ
ン
マ
ゲ
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。

ま
ち
に
は
馬
車
や
人
力
車
が
走
り
、
明
治

五
年
に
は
鉄
道
も
開
業
。
七
年
に
は
ガ
ス
灯

も
と
も
っ
た
。
世
の
中
は
急
激
に
変
わ
り
つ

つ
あ
っ
た
。
食
生
活
の
変
化
も
そ
う
し
た
状

況
の
中
で
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
食
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
西
洋
の
食
文
化

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
変
容
を
と
げ
て

き
た
の
か
、
以
下
そ
の
歴
史
過
程
を
た
ど
っ

て
み
よ
う
。

パ
ン

明
治
の
は
じ
め
に
流
行
っ
た
『
開
化
尻
取

り
唄
』
は
「
パ
ン
に
牛
肉
、
牛
の
乳
」
と
歌

っ
て
い
る
。

ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
パ
ン
に
つ
い
て
、

一
八
世
紀
末
の
大
槻
磐
水
『
蘭
説
弁
惑
』
は

こ
う
記
し
て
い
る
。

「
オ
ラ
ン
ダ
人
は

常
食
に
パ
ン
と
い
う

も
の
を
食
べ
る
由
。

何
を
も
っ
て
作
る
も

の
か
。
こ
れ
は
小
麦

の
粉
に
甘
酒
を
入

れ
、
練
り
あ
わ
せ
て

蒸
焼
き
に
し
た
も
の

で
、
朝
夕
の
食
は
こ

れ
で
あ
る
。」

パ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
戦
国
末
期
に

キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教

師
が
も
た
ら
し
た
。

日
本
の
パ
ン
食
の
元

祖
は
織
田
信
長
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
パ
ン
は

「
餡
な
し
饅
頭
」
、

「
蒸
餅
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
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江
戸
で
完
成
を
み
た
和
食
が
、
和
風
洋
食
・
中
華
食
へ
と
変
貌
し
て
ゆ
く

異
国
食
の
受
容
と
変
容
―
―
新
た
な
食
文
化
の
受
け
入
れ
と
普
及

渡辺善次郎（わたなべ ぜんじろう）
1932年　東京に生れる。1956年早稲田大学卒業
1961年　同大学院商学研究科博士課程修了。同年国立国会図

書館に入り、調査立法考査局農林課長、海外事情課
長を経て、専門調査員

1991年　退職。商学博士。現在、都市農村関係史研究所主宰。
主著『都市と農村の間ー都市近郊農業史論』（1983
年　論創社）、『聞き書・東京の食事』（編著・1987
年　農文協）、『巨大都市江戸が和食をつくった』
（1988年　農文協）、『農のあるまちづくり』（編
著・1989年　学陽書房）、『東京に農地があってな
ぜ悪い』（共著・1991年　学陽書房）、『近代日本都
市近郊農業史』（1991年　論創社）

パ
ン
・
牛
肉
・
牛
乳

開
国
・
文
明
開
化
と
西
洋
食
の
流
入

歌川芳虎画　明治３年頃の東京日本橋風景（浅井コレクション所蔵）



幕
末
開
港
後
、
横
浜
で
は
外
国
人
相
手
の

パ
ン
屋
が
出
現
し
て
い
た
が
、
東
京
で
は
明

治
元
年
の
風
月
堂
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
年

風
月
堂
は
会
津
戦
争
の
た
め
薩
摩
藩
の
軍
用

パ
ン
を
製
造
し
た
。
明
治
八
年
頃
か
ら
は
ビ

ス
ケ
ッ
ト
等
の
洋
菓
子
を
作
り
、
日
本
に
お

け
る
洋
菓
子
の
創
始
者
と
な
っ
た
。

明
治
二
年
に
は
芝
に
木
村
屋
、
下
谷
に
文

明
軒
、
三
年
に
は
精
養
軒
の
パ
ン
部
と
鉄
砲

洲
の
蔦
本
が
開
業
し
た
。

当
時
は
ま
だ
培
養
イ
ー
ス
ト
菌
を
用
い
る

近
代
的
な
パ
ン
づ
く
り
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
も
っ
ぱ
ら
職
人
の
勘
と
技
術
で
、
ホ
ッ

プ
等
で
パ
ン
生
地
の
発
酵
を
う
な
が
し
て
い

た
。
原
料
は
舶
来
粉
を
わ
ざ
わ
ざ
横
浜
ま
で

買
出
し
に
行
っ
た
。「
メ
リ
ケ
ン
粉
」
の
名

は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

明
治
七
年
「
和
魂
洋
才
の
精
華
」
と
い
わ

れ
た
木
村
屋
の
ア
ン
パ
ン
が
爆
発
的
ブ
ー
ム

を
呼
ん
だ
が
、
こ
う
し
た
菓
子
パ
ン
以
外
に

は
パ
ン
食
は
な
か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た
。

パ
ン
が
売
れ
た
の
は
主
に
軍
隊
か
学
校
ぐ
ら

い
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
東
京
の
パ
ン
屋
は

明
治
一
五
年
に
は
一
一
六
軒
に
達
し
た
。
当

時
パ
ン
の
値
段
は
半
斤
で
二
銭
五
厘
、
ソ
バ

屋
の
「
も
り
」、「
か
け
」
は
一
銭
だ
っ
た
。

正
岡
子
規
に
「
パ
ン
売
の
太
鼓
も
鳴
ら
ず

日
の
永
き
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
そ
の
頃
の

パ
ン
売
は
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
に
燕
尾
服
で
太
鼓

を
鳴
ら
し
て
売
っ
て
歩
い
た
。

漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
苦
沙
弥
先

生
の
家
で
は
毎
朝
パ
ン
を
食
べ
る
が
、
そ
の

パ
ン
は
砂
糖
を
つ
け
て
食
べ
て
い
た
。
ジ
ャ

ム
が
普
及
し
始
め
る
の
は
日
露
戦
争
頃
か
ら

で
、
主
に
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
で
あ
っ
た
。

明
治
二
三
年
に
は
米
価
が
高
騰
し
、
代
用

食
と
し
て
の
「
つ
け
焼
パ
ン
」
の
露
店
が
大

繁
昌
し
た
。
こ
れ
は
下
等
な
小
麦
粉
の
食
パ

ン
に
醤
油
、
味
噌
、
き
な
粉
、
蜜
な
ど
を
つ

け
て
焼
い
た
も
の
で
、
一
切
れ
五
厘
の
安
さ

で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
だ
が
米
価
が
下
る

と
た
ち
ま
ち
売
れ
行
き
は
半
減
し
、
代
っ
て

一
膳
飯
や
牛
飯
屋
が
激
増
し
た
。
パ
ン
は
ま

だ
米
飯
の
代
用
食
で
し
か
な
か
っ
た
。

パ
ン
の
需
要
が
急
激
に
増
え
た
の
は
第
一

次
世
界
大
戦
後
で
、
昭
和
初
年
ま
で
の
間
に

小
麦
粉
の
消
費
は
三
〇
倍
に
も
な
っ
た
。
昭

和
三
年
東
京
朝
日
新
聞
は
こ
ん
な
記
事
を
載

せ
て
い
る
。

「
製
粉
技
術
の
進
歩
に
つ
れ
、
パ
ン
は
だ

ん
だ
ん
色
白
に
な
っ
た
。
栄
養
分
が
取
ら
れ

て
行
く
の
は
一
向
御
存
じ
な
い
。
近
頃
欧
米

で
は
明
治
初
年
に
日
本
が
麩
の
混
っ
た
粉
で

致
し
方
な
く
造
っ
た
黒
パ
ン
が
流
行
し
て
い

る
。
白
パ
ン
は
栄
養
価
値
が
ゼ
ロ
だ
と
い
う

の
だ
。
何
で
も
欧
米
か
ぶ
れ
し
て
新
し
が
る

日
本
人
は
ど
う
す
る
の
か
。
と
に
か
く
パ
ン

は
自
力
で
は
普
及
せ
ず
、
戦
争
と
か
米
価
暴

騰
な
ど
の
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
伸
び
て
ゆ

く
。
哀
れ
な
も
の
よ
。」

牛
肉

牛
肉
は
文
明
開
化
の
象
徴
で
あ
っ
た
。「
牛

鍋
食
わ
ね
ば
開
け
ぬ
奴
」（『
安
愚
楽
鍋
』
明

治
四
年
）。
牛
鍋
を
食
べ
る
か
食
べ
な
い
か
が

開
化
人
と
旧
時
代
人
の
分
れ
道
と
さ
れ
た
。

と
に
か
く
千
二
百
年
も
の
間
、
家
畜
肉
食

の
禁
忌
を
続
け
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
、
牛
肉

を
食
べ
る
こ
と
に
は
大
き
な
抵
抗
が
あ
っ
た
。

江
戸
で
は
じ
め
て
牛
肉
屋
を
開
い
た
の
は

中
川
嘉
兵
衛
の
中
川
屋
で
あ
る
。
彼
は
幕
末

か
ら
高
輪
で
牛
肉
屋
を
始
め
、
毎
日
横
浜
か

ら
牛
肉
を
買
っ
て
き
て
江
戸
の
各
国
公
使
館

に
売
り
込
ん
で
い
た
。
彼
は
な
ん
と
か
江
戸

に
屠
牛
場
を
設
け
た
い
と
思
っ
た
が
ど
こ
も

土
地
を
貸
し
て
く
れ
る
者
が
い
な
か
っ
た
。

漸
く
親
類
の
芝
白
金

村
の
名
主
に
頼
ん
で

畑
を
借
り
屠
牛
を
し

た
が
、
た
ち
ま
ち
村

が
穢
れ
る
と
村
人
た

ち
が
騒
ぎ
だ
し
、
や

む
な
く
村
は
ず
れ
の

芦
原
に
移
転
し
た
。

石
井
研
堂
『
明
治

事
物
起
原
』
は
そ
の

頃
の
様
子
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

「
当
時
、
牛
を
屠

る
の
は
大
変
な
騒
ぎ

に
て
、
穢
れ
ぬ
や
う

に
と
青
竹
を
四
本
立
て
、
御
幣
を
結
び
、
注
連
を

張
り
、
そ
の
中
へ
牛
を
繋
ぎ
掛
矢
に
て
一
つ
ゴ
ツ

ン
と
撲
殺
せ
る
も
の
な
り
。
今
日
の
如
く
骨
の
間

の
肉
ま
で
削
り
取
る
如
き
器
用
の
こ
と
な
く
、
ホ

ン
の
上
肉
だ
け
を
取
り
残
余
は
み
な
土
中
深
く
埋

め
、
お
経
を
上
げ
る
と
い
う
始
末
な
り
し
。」

屠
牛
場
は
ど
う
に
か
で
き
て
も
、
わ
ず
か
な

外
国
人
以
外
に
牛
肉
の
買
手
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
せ
い
ぜ
い
牛
肉
奨
励
者
福
沢
諭
吉
の
慶

応
義
塾
の
学
生
た
ち
が
買
う
程
度
で
あ
っ
た
。

中
川
屋
は
牛
肉
が
腐
ら
な
い
う
ち
に
片
端
か
ら

切
り
き
ざ
ん
で
佃
煮
を
作
り
、
竹
の
皮
に
包
ん

で
塾
に
売
り
に
行
っ
た
。
だ
が
塾
に
入
る
時
に

は
門
番
が
切
り
火
を
し
、
賄
所
に
も
入
れ
ず
、

窓
か
ら
牛
肉
を
渡
し
代
金
を
受
取
っ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
中
川
屋
は
牛
肉
を
売
る
だ
け
で

は
な
く
、
芝
の
海
岸
に
や
っ
と
一
軒
の
貸
家

を
見
つ
け
て
牛
鍋
屋
を
開
業
し
た
が
客
は
少

な
か
っ
た
。
牛
鍋
が
流
行

は

や

り
出
し
た
の
は
明

治
五
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
年
『
新
聞
雑
誌
』
は
明
治
天
皇
の
肉

食
解
禁
を
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。
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明治中期のパン屋の仮装

牛鍋をつっつくザンギリ頭の客（『牛店雑談安愚楽鍋』）



「
我
朝
に
し
て
は
中
古
以
来
肉
食
を
禁
ぜ

ら
れ
し
に
、
恐
れ
多
く
も
天
皇
謂
れ
な
き
儀

に
思
召
し
、
自
今
肉
食
を
遊
ば
さ
る
る
旨
宮

に
て
御
定
め
あ
り
た
り
。」

禁
忌
が
取
り
払
わ
れ
る
と
肉
食
も
広
が
り
を

み
せ
た
。
明
治
初
年
、
東
京
の
屠
牛
頭
数
は
一

日
一
・
五
頭
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
年
に
は

二
〇
頭
に
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
頭
分
の
牛
肉

は
、
一
人
当
り
一
〇
〇
グ
ラ
ム
ず
つ
食
べ
る
と

す
れ
ば
約
一
万
五
千
人
分
に
な
る
。

冷
蔵
技
術
の
な
か
っ
た
当
時
生
肉
を
遠
く

か
ら
運
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
、
生
体
の
ま
ま
運

ん
で
消
費
地
で
屠
殺
し
た
。
牛
は
遠
距
離
の

歩
行
に
耐
え
る
。
東
京
で
も
っ
と
も
評
価
の

高
か
っ
た
の
は
神
戸
牛
だ
っ
た
が
、
津
軽
、

会
津
、
出
雲
、
信
州
、
伊
豆
等
か
ら
も
牛
が

運
ば
れ
て
き
た
。

そ
れ
に
対
し
て
豚
は
長
距
離
を
歩
け
な
い

の
で
消
費
地
近
く
で
飼
養
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
東
京
で
も
市
内
各
所
で
養
豚
が

行
わ
れ
屠
殺
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
明
治
五

年
に
は
人
家
稠
密
地
域
で
の
牛
豚
飼
養
禁
止

令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

豚
の
飼
料
に
は
主
に
残
飯
類
と
豆
腐
、
醤

油
、
餡
な
ど
の
搾
滓
、
甘
藷
の
切
屑
な
ど
が

用
い
ら
れ
た
。

豚
肉
の
消
費
も
徐
々
に
増
加
し
た
が
、
日

本
の
食
肉
の
中
心
は
牛
肉
で
、
豚
肉
の
消
費

が
牛
肉
を
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦

後
一
九
六
〇
年
以
降
で
あ
る
。
明
治
初
年
の

頃
は
肉
と
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
牛
肉
で
あ
っ
た
。

牛
乳

牛
肉
は
和
牛
で
も
良
か
っ
た
が
牛
乳
は
乳

牛
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
開

港
後
、
横
浜
の
外
国
人
の
間
で
は
入
港
し
た

外
国
船
か
ら
乳
牛
を
買
取
り
、
自
家
で
搾
乳

し
て
い
た
。
日
本
人
も
そ
こ
で
搾
乳
法
を
学

び
自
分
で
搾
乳
業
を
始
め
る
者
が
出
て
き
た
。

は
じ
め
は
士
族
が
多
か
っ
た
が
、
大
官
貴

顕
の
間
か
ら
も
文
明
開
化
の
新
事
業
と
し
て

搾
乳
業
に
乗
り
出
す
者
が
続
出
し
た
。
榎
本

武
揚
、
大
島
圭
介
が
神
田
、
松
方
正
義
が
三

田
、
山
県
有
朋
が
麹
町
、
由
利
公
正
が
京
橋

で
そ
れ
ぞ
れ
搾
乳
業
を
始
め
た
。
都
心
部
は

ま
る
で
牧
場
だ
ら
け
に
な
っ
た
が
、そ
れ
で

も
牛
乳
を
飲
む
者
は
少
な
か
っ
た
。

明
治
四
年
に
は
天
皇
が
毎
日
牛
乳
を
飲
む

こ
と
を
報
じ
た
り
、
初
代
軍
医
総
監
に
な
っ

た
松
本
順
が
人
気
の
女
形
俳
優
沢
村
田
之
助

に
吉
原
で
牛
乳
を
飲
ま
せ
た
り
し
て
大
い
に

牛
乳
の
普
及
を
図
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
牛
乳
は
な
か
な
か
売
れ
ず
、
わ

ず
か
一
合
の
牛
乳
を
売
る
た
め
に
六
、
七
里

も
配
達
し
た
。
配
達
は
牛
乳
鑵
に
漏
斗
と
杓

子
を
持
参
し
、
客
の
容
器
に
注
ぎ
入
れ
た
。

計
り
売
り
で
あ
る
。
値
段
は
明
治
初
年
で
一

合
五
銭
前
後
で
あ
っ
た
。

搾
乳
業
者
が
困
っ
た
の
は
種
牛
が
い
な
か
っ

た
こ
と
で
、
町
を
通
る
荷
車
の
牡
牛
を
頼
ん
で
種

付
け
を
し
た
り
し
た
。
そ
の
う
ち
警
視
庁
か
ら
搾

乳
に
牡
牛
は
不
要
だ
か
ら
牡
牛
を
飼
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
命
令
ま
で
出
さ
れ
た
。
驚
い
た
業
者

た
ち
が
懸
命
に
説
明
し
て
、
乳
牛
は
交
尾
、
分
娩

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
乳
を
出
す
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
や
っ
と
理
解
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
明
治
八
年
、

「
東
京
牛
乳
搾
り
取
り
組
合
」
が
結
成
さ
れ

た
が
、
組
合
員
は
二
〇
名
で
あ
っ
た
。
明
治

一
一
年
に
は
四
六
名
に
増
加
、
搾
乳
量
も
一

日
約
二
〇
石
か
ら
二
〇
〇
〇
石
に
増
大
し
て

い
る
。
府
民
一
人
当
り
年
間
消
費
量
も
明
治

一
五
年
の
二
・
七
五
合
か
ら
一
九
年
の
四
・

一
六
合
と
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
え
て
い

っ
た
。
し
か
し
増
え
た
と
い
っ
て
も
年
間
わ

ず
か
四
合
に
す
ぎ
ず
、
牛
乳
は
ま
だ
ご
く
一

部
の
人
々
の
間
で
の
み
飲
ま
れ
て
い
た
。
主

な
消
費
者
は
イ
ン
テ
リ
層
や
病
人
と
母
乳
を

飲
め
な
い
乳
幼
児
な
ど
で
あ
っ
た
。

正
岡
子
規
は
牛
乳
が
好
き
で
明
治
三
四
年

の
『
仰
臥
漫
録
』
の
中
で
「
こ
の
頃
は
一
日

の
牛
乳
三
合
必
ず
コ
コ
ア
を
交
ぜ
る
」
と
記

し
て
い
る
。

長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
邸
に
「
西
洋
料
理
発
祥

の
碑
」
と
い
う
石
碑
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に

刻
ま
れ
て
い
る
。

「
わ
が
国
西
洋
料
理
の
歴
史
は
、
十
六
世

紀
中
頃
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
に
始
ま
り
、
西

洋
料
理
の
味
と
技
は
鎖
国
時
代
唯
一
の
開
港
地

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
八
〇
〇
年
代
に
い
た
り
、
横
浜
、
神
戸
、
函

館
な
ど
が
開
港
さ
れ
、
次
第
に
普
及
し
、
更
に

東
京
を
中
心
に
国
内
に
大
き
く
輪
を
広
げ
、
日

本
人
の
食
生
活
に
融
和
さ
れ
現
在
の
隆
盛
と
な

っ
た
。
こ
こ
に
西
洋
料
理
わ
が
国
発
祥
を
記
念

し
て
こ
の
碑
を
建
て
る
。」

長
崎
で
は
幕
末
か
ら
西
洋
料
理
屋
が
現
わ

れ
て
い
る
が
、
東
京
で
は
明
治
三
年
の
築
地

精
養
軒
ホ
テ
ル
が
最
初
で
あ
る
。
五
年
に
は

三
河
屋
と
木
挽
町
精
養
軒
、
九
年
に
は
上
野

精
養
軒
、
十
年
に
は
米
津
風
月
堂
、
十
五
年

に
は
日
本
橋
滋
養
亭
が
開
業
す
る
。
滋
養
亭

で
は
普
通
一
人
前
四
〇
銭
か
ら
九
〇
銭
も
し

て
い
た
西
洋
料
理
を
、
と
く
に
「
格
安
洋
食
」

と
銘
う
っ
て
三
五
銭
で
提
供
し
人
気
を
博
し

た
。
巡
査
の
初
任
給
が
月
俸
六
円
、
も
り
そ

ば
や
銭
湯
が
一
銭
ぐ
ら
い
の
時
代
で
あ
る
。

一
六
年
に
は
鹿
鳴
館
が
完
成
、
西
洋
料
理

に
よ
る
豪
華
な
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
料
理
は
一
人
前
二
〇

円
も
し
た
と
い
う
。
一
八
年
秋
に
山
県
有
朋

が
主
催
し
た
午
餐
会
の
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
よ

う
な
本
格
的
西
洋
料
理
で
あ
っ
た
。
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西
洋
料
理

東京・麹町の阪川當晴経営の牛乳搾取所　（『東京商工博覧会』明治18年５月）

明治10年頃の牛乳の小売風景
（『大日本牛乳史』）

前
　
菜
…
…
生
蛎
、
レ
モ
ン
添
え

ス
ー
プ
…
…
ス
ッ
ポ
ン
の
ス
ー
プ
、
玉
子
入
り

魚

…
…
鯛
の
グ
ラ
タ
ン
、
シ
ャ
ン
ピ
ニ
オ

ン
入
り

鳥

…
…
ホ
ア
グ
ラ
の
ゼ
リ
ー
寄
せ

肉

…
…
羊
肉
の
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ

牛
ロ
ー
ス
肉
蒸
焼
、
レ
ホ
ー
ル
添

鳥

…
…
七
面
鳥
蒸
焼
、
野
菜
添

蔬
　
菜
…
…
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
ク
リ
ー
ム
和
え

デ
ザ
ー
ト
…
牛
乳
油
製
蒸
菓
子

コ
ー
ヒ
ー
入
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム



し
か
し
こ
う
し
た
西
洋
料
理
は
味
覚
的
に

も
経
済
的
に
も
一
般
庶
民
に
は
無
縁
で
、
一

部
の
上
流
人
種
や
知
識
階
級
が
背
伸
び
し
て

食
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
年
代
初
め
に
大
流
行
し
た
川
上
音
次

郎
の
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節
」
は
次
の
よ
う
に

歌
っ
た
。

「
何
に
も
知
ら
ず
に
知
っ
た
顔
、
む
や
み

に
西
洋
鼻
に
か
け
、
日
本
酒
な
ん
ぞ
飲
ま
れ

な
い
、
ビ
ー
ル
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
、
ベ
ル
モ
ッ

ト
、
腹
に
も
馴
れ
な
い
洋
食
を
、
や
た
ら
に

食
う
の
も
負
け
お
し
み
、
内
緒
で
便
所
で
へ

ど
吐
い
て
、
ま
じ
め
な
顔
し
て
コ
ー
ヒ
ー
飲

む
、
お
か
し
い
ね
、
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ッ
ポ
ー
、

ペ
ッ
ポ
ー
ポ
ー
」

明
治
三
九
年
東
京
の
西
洋
料
理
店
は
三
六

軒
に
な
っ
た
が
多
く
は
神
田
、
日
本
橋
、
京

橋
と
い
っ
た
新
都
心
に
集
中
し
て
お
り
、
庶

民
の
ま
ち
浅
草
を
は
じ
め
下
町
や
郡
部
に
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

文
明
開
化
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
西
洋
料
理

が
伝
え
ら
れ
た
が
、
味
覚
も
素
材
も
調
理
法
も

違
う
異
国
の
食
文
化
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
受
容

す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

文
明
開
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
肉
食
も
、

鍋
、
刺
身
、
塩
焼
、
佃
煮
な
ど
味
噌
、
醤
油
を

用
い
た
伝
統
的
な
日
本
の
調
理
法
に
よ
り
洋
風

の
素
材
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
牛
鍋
は

ス
キ
焼
と
し
て
日
本
の
代
表
的
料
理
と
な
っ

た
。
牛
め
し
は
深
川
め
し
と
同
様
貝
を
肉
に
代

え
た
汁
か
け
め
し
で
あ
る
。

野
菜
に
し
て
も
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
た
ま
ね
ぎ
、

じ
ゃ
が
い
も
、
ト
マ
ト
な
ど
の
新
し
い
西
洋

野
菜
が
栽
培
さ
れ
、
一
般
に
出
廻
る
よ
う
に

な
る
の
は
明
治
も
後
期
以
降
で
あ
る
。

食
素
材
ば
か
り
で
な
く
天
火
や
フ
ラ
イ
パ
ン

な
ど
の
調
理
器
具
も
な
か
っ
た
。
フ
ラ
イ
パ
ン

は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
き
た
鉄
板
の
意
味
で
「
仏
来

板
」
と
当
字
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
西
洋
料
理
を
つ
く
ろ
う
と

す
れ
ば
ど
う
し
て
も
日
本
の
条
件
に
あ
わ
せ
た

変
形
を
加
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

明
治
初
年
の
コ
ッ
ク
た
ち
の
服
装
は
腹
が
け
、

股
引
で
、
股
引
に
包
丁
を
さ
す
袋
が
つ
い
て
い

た
と
い
う
。
そ
ん
な
い
で
た
ち
で
彼
等
は
西
洋

食
を
何
と
か
和
風
化
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
こ
ら
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
糠
味
噌
漬
、

牛
肉
の
か
ま
ぼ
こ
、
茶
わ
ん
蒸
し
、
牛
乳
入
り

味
噌
汁
、
刺
身
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
い
っ
た
奇
食

珍
食
が
次
々
と
現
わ
れ
、
消
え
て
い
く
な
か
か

ら
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
ト
ン
カ
ツ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

オ
ム
ラ
イ
ス
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
な
ど
、
今
日
に

伝
わ
る
和
風
洋
食
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
。

と
く
に
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
ト
ン
カ
ツ
、
コ
ロ
ッ

ケ
の
人
気
は
高
く
、「
三
大
洋
食
」
と
呼
ば
れ
た
。

ラ
イ
ス
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
は
明
治
五
年
、
は
じ
め
て
西

洋
料
理
を
紹
介
し
た
仮
名
垣
魯
文
の
『
西
洋
料

理
通
』
に
そ
の
製
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
そ
れ
は
カ
レ
ー
粉
を
用
い
る
一
種
の

肉
料
理
で
、
皿
の
真
中
に
カ
レ
ー
を
入
れ
、
そ

の
ま
わ
り
を
輪
の
よ
う
に
米
飯
で
囲
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

明
治
一
〇
年
頃
か
ら
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
始
め

た
風
月
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
カ
ツ
レ
ツ
、
オ
ム

レ
ツ
、
ビ
フ
テ
キ
と
並
ん
で
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
も

あ
り
、
ど
れ
も
八
銭
均
一
で
あ
っ
た
。
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ラ
イ
ス
カ
レ
ー
の
付
け
あ
わ
せ
と
し
て
欠
か

せ
な
い
福
神
漬
が
登
場
し
た
の
は
明
治
一
九

年
。
考
案
者
は
上
野
池
の
端
の
「
酒
悦
」
主
人

野
田
清
左
ヱ
門
で
、
な
す
、
大
根
、
か
ぶ
な
ど

七
種
の
材
料
を
醤
油
と
味
醂
で
漬
け
た
も
の
を

七
福
神
に
ち
な
ん
で
「
福
神
漬
」
と
名
づ
け
た
。

こ
れ
は
た
ち
ま
ち
人
気
を
呼
び
、
新
し
い
東
京

名
物
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。

か
け
そ
ば
が
一
銭
足
ら
ず
だ
っ
た
時
代
に
八

銭
も
し
た
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
は
ま
だ
高
級
な
西
洋

料
理
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
大
衆
的
料
理
に
な
る

の
は
即
席
カ
レ
ー
が
普
及
し
て
か
ら
で
あ
る
。

明
治
三
九
年
、
神
田
の
一
貫
堂
が
固
形
の
「
カ

レ
ー
の
た
ね
」
を
発
売
し
た
。
こ
れ
は
熱
湯
で

と
け
ば
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
カ
レ
ー
粉
と

肉
を
調
合
、
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正

三
年
に
は
日
本
橋
の
岡
本
商
店
が
「
ロ
ン
ド
ン

土
産
即
席
カ
レ
ー
」
を
売
り
出
し
、『
婦
人
之

友
』
が
全
国
に
取
次
販
売
を
行
っ
た
。

即
席
カ
レ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て
ラ
イ
ス
カ
レ

ー
づ
く
り
は
き
わ
め
て
簡
単
に
な
り
急
速
に
普

及
し
は
じ
め
た
。
と
り
わ
け
関
東
大
震
災
の
時

に
は
東
京
中
の
焼
跡
に
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
屋
が
続

出
し
た
。
大
正
一
五
年
、
東
京
の
公
設
食
堂
の

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
で
あ
っ

た
。
値
段
も
一
〇
銭
前
後
で
、
か
け
そ
ば
の
値

段
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
の
な
か
み
も
変
っ
て
き
た
。

は
じ
め
の
頃
は
カ
ツ
オ
の
だ
し
汁
に
醤
油
を
加

え
、
カ
レ
ー
の
辛
味
も
少
な
い
み
そ
汁
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
大
衆
料
理
と
し
て

普
及
し
は
じ
め
た
頃
に
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ

ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
入
り
の
と
ろ
り
と
し
た
今

日
の
カ
レ
ー
に
な
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

タ
マ
ネ
ギ
も
普
通
の
野
菜
と
し
て
定
着
し
は
じ

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
は
米
飯
に
よ
く
合
い
、
し
か

も
ス
プ
ー
ン
だ
け
で
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
洋
食

で
、
そ
の
香
り
も
漢
方
の
ウ
コ
ン
、
丁
字
と
同

じ
で
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
和
風
洋
食
と
し
て
の
ラ
イ
ス
カ

レ
ー
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
式
の
本
格
的
な
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
た
の
は
新
宿
中
村
屋

で
あ
る
。
娘
婿
に
な
っ
た
イ
ン
ド
独
立
運
動

家
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
が
安
も
の
の
下

等
料
理
と
な
っ
て
い
る
日
本
の
ラ
イ
ス
カ
レ

ー
に
歎
き
、
イ
ン
ド
貴
族
の
本
物
の
カ
レ
ー

を
提
供
し
た
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

本
物
の
美
味
を
出
す
に
は
最
上
の
米
と
鶏

が
必
要
で
あ
っ
た
。
米
は
埼
玉
の
白
目
米
を

契
約
栽
培
で
入
手
、
一
等
米
の
二
割
高
で
買

っ
た
と
い
う
。
優
秀
な
鶏
肉
も
見
つ
か
ら
な

い
の
で
山
梨
県
に
直
営
の
飼
育
場
を
設
け
て

飼
育
。
カ
レ
ー
も
イ
ン
ド
か
ら
直
輸
入
し
た

高
級
品
を
使
用
。
こ
う
し
て
つ
く
っ
た
「
高
級

カ
リ
ー
・
ラ
イ
ス
」
は
値
段
も
高
く
、
普
通
の

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
の
八
倍
、
八
〇
銭
も
し
た
。

ト
ン
カ
ツ

最
初
西
洋
料
理
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
カ
ツ

レ
ツ
は
少
量
の
油
を
ひ
い
て
焼
き
あ
げ
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
定
着
し
た
カ
ツ
レ

ツ
は
天
ぷ
ら
の
よ
う
に
大
量
の
油
の
中
で
揚

げ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
考
え
出
し
た
の
は
銀
座
の
洋
食
店

煉
瓦
亭
で
、
明
治
三
二
年
の
こ
と
と
い
わ
れ

る
。
前
日
に
残
っ
た
食
パ
ン
を
お
ろ
し
金
で

お
ろ
し
た
パ
ン
粉
を
豚
肉
に
ま
ぶ
し
て
揚
げ

て
み
た
の
が
あ
た
っ
た
。
ま
た
カ
ツ
に
キ
ャ

ベ
ツ
の
せ
ん
切
り
を
添
え
た
の
も
こ
の
店
で

あ
る
。は
じ
め
は
温
野
菜
を
添
え
て
い
た
が
、

日
露
戦
争
で
職
人
が
兵
隊
に
と
ら
れ
人
手
不

足
に
な
り
、
手
間
の
か
か
ら
な
い
生
キ
ャ
ベ

ツ
を
使
っ
て
成
功
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
も
漸
く

出
廻
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
パ
ン
よ
り
ご

飯
が
欲
し
い
と
い
う
客
の
要
望
に
答
え
て
、

平
皿
に
ラ
イ
ス
を
盛
っ
て
出
す
よ
う
に
し
た

の
も
こ
こ
で
あ
る
。
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
で

ご
飯
茶
碗
で
は
具
合
い
が
悪
か
っ
た
。

当
時
は
「
ポ
ー
ク
カ
ツ
レ
ツ
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、「
ト
ン
カ
ツ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
は
昭
和
初
頭
で
あ
る
。
そ
の
起
源

に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
一
説
で
は
昭

和
四
年
に
宮
内
省
大
膳
職
を
退
職
し
た
島
田

信
二
郎
が
上
野
に
「
ぽ
ん
ち
軒
」
と
い
う
洋

食
店
を
開
き
、
厚
い
豚
肉
を
油
で
揚
げ
た
カ

ツ
レ
ツ
を
「
ト
ン
カ
ツ
」
と
書
い
て
売
り
出

し
た
の
が
最
初
と
い
う
。
ト
ン
カ
ツ
は
た
ち

ま
ち
流
行
し
、
独
立
の
ト
ン
カ
ツ
専
門
店
が

次
々
と
出
現
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
ポ
ー
ク
カ
ツ
レ
ツ
は
ナ
イ
フ

と
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
た
が
、
ト
ン
カ
ツ
は
最

初
か
ら
適
当
に
切
っ
て
あ
り
、
箸
で
食
べ
ら

れ
る
気
軽
な
洋
食
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
に
な

る
と
養
豚
業
も
発
達
し
、
豚
肉
の
供
給
も
次

第
に
増
加
し
て
き
て
い
た
。

コ
ロ
ッ
ケ

原
型
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の「
ク
ロ
ケ
ッ
ト
」

で
あ
る
。
日
清
戦
争
頃
の
婦
人
雑
誌
に
は
そ

の
製
法
が
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
仏
欄
西
コ
ロ
ッ
ケ
＝
芝
海
老
（
く
る
ま

海
老
に
て
も
よ
し
）
を
塩
ゆ
で
し
、
皮
を
剥
き
、

賽
の
目
に
切
り
、
別
に
バ
タ
ー
を
鍋
に
て
溶
か

し
、
こ
れ
に
小
麦
粉
と
牛
乳
を
少
し
づ
つ
入
れ

つ
つ
撹
き
ま
わ
し
、
丸
め
ら
れ
る
位
の
軟
か
さ

に
な
り
た
る
と
き
、
前
の
海
老
を
バ
タ
ー
に
炒

り
て
、
こ
れ
に
混
和
し
、
そ
の
冷
め
た
る
を
待

ち
、
楕
円
を
細
め
た
る
形
に
、
お
よ
そ
二
寸
位

に
固
め
、
こ
れ
に
パ
ン
粉
を
つ
け
、
そ
の
上
に

鶏
卵
を
塗
り
、
ま
た
パ
ン
粉
を
つ
け
て
、
牛
の

脂
に
て
揚
ぐ
る
な
り
」

（『
女
鑑
』

明
治
二
八
年
一
二
月
五
日
号
）

ほ
か
の
紹
介
で
は
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
や
挽

肉
を
入
れ
て
い
る
。

し
か
し
当
時
は
ま
だ
挽
肉
器
が
な
く
、
肉

を
包
丁
で
た
た
い
て
細
か
く
し
て
い
た
。
挽

肉
器
が
入
り
、
メ
ン
チ
ボ
ー
ル
な
ど
が
売
り

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
四
〇
年

で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
パ
ン
粉
の
メ
ー
カ
ー

も
生
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
い
ち
い
ち
パ
ン

く
ず
を
砕
い
て
パ
ン
粉
を
つ
く
っ
て
い
た
。

有
名
な
「
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄
」
は
大
正
七
年

頃
に
大
流
行
し
た
。

「
ワ
イ
フ
貰
っ
て
嬉
し
か
っ
た
が
、
い
つ

も
出
て
く
る
お
か
ず
は
コ
ロ
ッ
ケ
。
今
日
も

コ
ロ
ッ
ケ
、
明
日
も
コ
ロ
ッ
ケ
、
こ
れ
じ
ゃ

年
が
ら
年
中
コ
ロ
ッ
ケ
、
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
、
ア

ッ
ハ
ッ
ハ
、
こ
り
ゃ
お
か
し
い
」

作
者
は
三
井
財
閥
の
総
師
益
田
男
爵
の
長

男
益
田
太
郎
冠
者
。
大
富
豪
の
益
田
家
で
は

コ
ロ
ッ
ケ
な
ぞ
も
っ
と
も
簡
単
な
洋
食
だ
と

思
っ
て
い
た
ろ
う
が
、
一
般
家
庭
で
は
本
格

的
な
コ
ロ
ッ
ケ
は
ま
だ
手
間
の
か
か
る
高
級

料
理
の
段
階
で
あ
っ
た
。

肉
屋
が
売
物
に
な
ら
な
い
屑
肉
と
余
っ
て

困
る
脂
肪
を
利
用
し
て
、
ほ
と
ん
ど
ジ
ャ
ガ

イ
モ
だ
ら
け
の
「
イ
モ
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
売
り

出
し
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ブ

ラ
ー
」
と
い
う
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
優
良
品
種
が
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輸
入
さ
れ
、「
男
爵
い
も
」
と
し
て
普
及
し

は
じ
め
た
の
は
明
治
四
〇
年
頃
か
ら
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
病
害
虫
の
た
め
不
安

定
だ
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
が
飛
躍
的
に
発

展
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
も
っ
と
も
安
い
洋
食

の
素
材
と
し
て
さ
か
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
イ
モ
コ
ロ
ッ
ケ
は
ま
さ
に
そ
の

典
型
で
、
も
っ
と
も
安
い
洋
食
と
し
て
庶
民

の
間
に
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
。

大
正
一
一
年
に
東
京
歩
兵
連
隊
で
行
な
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
兵
隊
の
好
き
な
献
立
の

順
位
は
、
フ
ラ
イ
、
カ
ツ
レ
ツ
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

焼
肉
、
焼
魚
、
オ
ム
レ
ツ
の
順
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
の
「
フ
ラ
イ
」
は
魚
の
フ
ラ
イ
で
、

そ
れ
と
米
飯
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
「
合
の
子

弁
当
」
と
呼
ば
れ
大
正
中
頃
か
ら
神
田
学
生

街
の
食
堂
で
売
り
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
ラ

イ
ト
・
ラ
ン
チ
」
ま
た
は
た
だ
「
ラ
ン
チ
」

と
も
呼
ば
れ
て
大
衆
食
堂
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
伝
統
的
な
米
飯
中
心

の
食
体
系
の
な
か
に
、
一
品
ず
つ
和
風
に
変

容
さ
れ
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
南
蛮
渡
来
の
料
理
か
ら
代
表
的
な

日
本
料
理
と
し
て
の
天
ぷ
ら
が
成
立
し
た
よ

う
に
、
文
明
開
化
に
よ
っ
て
流
入
し
た
西
洋

料
理
は
、「
洋
食
」
と
い
う
日
本
独
特
の
新

し
い
料
理
を
生
み
出
し
た
。

明
治
末
か
ら
大
正
、昭
和
初
頭
に
か
け
て
、

食
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の

は
台
所
の
革
命
的
な
変
貌
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
の
普
及

で
あ
る
。
東
京
に
お
け
る
電
灯
使
用
は
明
治

一
九
年
、
近
代
的
上
水
道
は
三
一
年
、
燃
料

ガ
ス
利
用
は
三
五
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

エ
ジ
ソ
ン
が
白
熱
灯
を
発
明
し
た
の
は

明
治
十
二
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド

ン
で
白
熱
球
が
と
も
っ
た
の
は
十
五
年
、

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
に
は
東
京
で
白

熱
電
灯
が
輝
き
出
し
て
い
る
。
だ
が
一
般

家
庭
へ
の
普
及
は
明
治
の
末
頃
か
ら
で
、

そ
れ
も
せ
い
ぜ
い
五
ワ
ッ
ト
位
の
電
灯
だ

っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
も
台
所
は
格
段
に

明
る
く
な
っ
た
。
電
灯
は
ま
だ
高
価
だ
っ

た
。
明
治
四
十
年
代
で
も
銀
座
通
り
の
一

八
一
軒
の
う
ち
店
頭
に
電
灯
を
つ
け
た
も

の
四
二
軒
、
ガ
ス
灯
二
八
軒
、
両
者
併
用

一
〇
八
軒
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。

各
家
に
直
結
し
た
水
道
は
水
汲
み
の
重

労
働
を
な
く
し
、
台
所
の
水
桶
も
不
要

に
し
た
。
一
戸
で
一
栓
使
用
す
る
と
五

人
家
族
で
年
間
五
円
、
一
人
増
す
ご
と

に
五
十
銭
追
加
さ
れ
た
。
小
学
校
の
先

生
や
巡
査
の
初
任
給
が
月
給
十
円
程
度

の
時
代
で
あ
る
。

ガ
ス
も
次
第
に
炊
事
用
に
使
わ
れ
出
し
た
。

当
初
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
は
輸
入
品
だ
っ
た
が
、

三
五
年
は
国
産
の
ガ
ス
炊
飯
ガ
マ
が
登
場
、

暖
房
、
湯
沸
器
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
ガ
ス
器

具
も
売
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
二
年
夏
の
『
漱
石
日
記
』
に
は
「
台

所
へ
瓦
斯
を
引
く
。
口
三
つ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

第
二
の
変
化
は
台
所
が
従
来
の
床
に
座

っ
て
働
く
様
式
か
ら
立
働
式
に
変
わ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
台
所
改
良
運
動
」
と
し
て
明

治
中
頃
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
広
く

一
般
家
庭
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
主
に
関
東
大
震
災
後
の
「
文
化
住

宅
」
の
時
代
か
ら
で
、
昭
和
に
入
る
頃
に

は
大
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
流
し

台
も
土
間
か
ら
床
の
上
に
あ
が
り
、
台
所

が
一
つ
の
部
屋
と
し
て
家
の
中
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
変
化
は
冷
蔵
庫
の
出
現
で
あ
る
。

大
正
八
年
、
家
庭
型
第
一
号
と
し
て
帝
国

冷
蔵
株
式
会
社
か
ら
氷
冷
蔵
庫
が
発
売
さ

れ
た
。
値
段
は
三
九
円
。
氷
は
会
社
か
ら

配
達
さ
れ
た
。
公
務
員
の
初
任
給
は
月
給

七
〇
円
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
高
価
な
氷
冷

蔵
庫
は
一
般
に
は
ま
だ
高
嶺
の
花
で
昭
和

に
な
っ
て
も
ま
だ
珍
し
か
っ
た
。

冷
蔵
庫
は
一
般
家
庭
よ
り
む
し
ろ
業
界
の

福
音
と
な
っ
た
。
ま
ず
魚
屋
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
魚
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
夏
な
ど
は
夜
中

で
も
一
、
二
時
間
お
き
に
起
き
て
井
戸
水
を
汲

み
魚
桶
の
水
を
替
え
て
い
た
。
生
肉
の
保
存
に

苦
労
し
て
い
た
洋
食
店
も
助
か
っ
た
。
そ
れ
ま

で
は
生
肉
を
井
戸
の
中
に
吊
し
た
り
、
店
で
生

き
た
鶏
を
飼
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
頃
か
ら
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
、
ア
ル

ミ
鍋
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど
新
し
い
食
器
や
調
理

器
具
も
次
々
と
現
わ
れ
て
き
た
が
、
家
庭
の

食
事
風
俗
を
変
え
た
の
は
割
烹
着
と
チ
ャ
ブ

台
の
出
現
で
あ
る
。
割
烹
着
は
明
治
三
五
年
、

東
京
の
赤
堀
峯
吉
の
料
理
学
校
で
考
案
さ
れ

た
。
学
校
に
く
る
良
家
の
子
女
た
ち
の
衣
服

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
料
理
着
で
、

た
す
き
と
前
垂
れ
が
下
女
の
仕
事
着
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
「
奥
様
」
の
作
業
着

と
し
て
普
及
し
た
。

銘
々
膳
に
代
っ
て
チ
ャ
ブ
台
が
出
て
き
た
の

は
三
十
年
代
末
で
、
上
、
中
流
、
イ
ン
テ
リ
階

級
の
家
庭
か
ら
じ
ょ
じ
ょ
に
普
及
し
は
じ
め
、

昭
和
に
入
る
頃
に
は
す
っ
か
り
一
般
化
し
た
。

一
つ
の
チ
ャ
ブ
台
を
囲
ん
で
家
族
一
同
が
一
緒

に
食
事
を
と
る
方
式
は
、
配
膳
式
の
家
父
長
制

的
な
食
事
様
式
を
一
変
さ
せ
た
。

明
治
の
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、製
糖
、

製
粉
を
は
じ
め
、
カ
ン
詰
、
調
味
料
、
畜
産

加
工
、
飲
料
、
菓
子
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

品
産
業
が
発
展
し
、
日
本
の
食
生
活
に
次
々
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と
新
し
い
食
素
材
を
提
供
し
た
。

カ
ン
詰
産
業
は
明
治
初
頭
か
ら
始
め
ら

れ
、
イ
ワ
シ
、
サ
ケ
、
カ
ニ
、
マ
グ
ロ
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ミ
カ
ン
な
ど
、
国
内
だ
け
で

な
く
広
く
国
際
市
場
で
も
好
評
を
得
る
製
品

を
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

食
用
油
で
は
従
来
の
菜
種
油
か
ら
大
豆

油
、
ゴ
マ
油
に
主
流
が
変
わ
り
、
調
味
料
も

ウ
ス
タ
ー
・
ソ
ー
ス
、ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
が
登
場
、
味
の
素
も
出
現

し
た
。
ジ
ャ
ム
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
な
ど
の
果

実
加
工
も
始
ま
り
、
畜
産
加
工
で
は
、
ハ
ム
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ベ
ー
コ
ン
か
ら
バ
タ
ー
、
チ

ー
ズ
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ド
ラ

イ
ミ
ル
ク
な
ど
の
乳
製
品
が
国
産
化
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
牛
乳
も
次
第

に
普
及
し
、
各
家
々
へ
の
牛
乳

配
達
が
都
市
の
朝
の
風
景
に
な

じ
ん
で
き
た
。

飲
料
で
も
レ
モ
ネ
ー
ド
を
変

容
さ
せ
た
ラ
ム
ネ
を
は
じ
め
サ

イ
ダ
ー
、
カ
ル
ピ
ス
な
ど
和
洋

折
衷
的
な
飲
み
も
の
が
次
々
と

登
場
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ
ア
、

紅
茶
も
一
般
化
し
た
。

ビ
ー
ル
も
大
正
時
代
に
は
、

キ
リ
ン
、
ア
サ
ヒ
、
サ
ッ
ポ
ロ
、

ヱ
ビ
ス
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
カ
ブ

ト
、
サ
ク
ラ
、
フ
ジ
な
ど
が
さ

か
ん
に
広
告
合
戦
を
展
開
し
た
。

大
正
二
年
の
森
永
ミ
ル
ク
キ

ャ
ラ
メ
ル
や
十
一
年
の
江
崎
グ

リ
コ
の
グ
リ
コ
キ
ャ
ラ
メ
ル
発

売
を
中
心
に
し
て
、
ド
ロ
ッ
プ
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な

ど
各
種
の
洋
菓
子
類
も
出
揃
い
、
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
も
「
ハ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
の
呼
び
名
で
登

場
し
た
。

当
時
流
行
っ
た
和
菓
子
の
鯛
焼
き
は
関
西

の
銀
ツ
バ
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
明
治
四
二
年

に
大
阪
か
ら
上
京
し
た
神
戸
清
次
郎
が
考
案
し

た
。
麻
布
の
浪
花
家
総
本
店
の
元
祖
で
あ
る
。

こ
う
し
た
食
品
産
業
の
中
で
も
、
と
く

に
日
本
の
洋
食
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

調
味
料
と
な
っ
た
ソ
ー
ス
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
試
行
錯
誤
の
末
に
完
成
し
、
広
く
普
及

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

明
治
一
八
年
に
は
ヤ
マ
サ
醤
油
が
「
ミ

カ
ド
ソ
ー
ス
」
を
売
り
出
し
た
が
不
振
で
、

わ
ず
か
一
年
で
製
造
を
中
止
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
大
阪
で
「
三
ツ
矢
ソ
ー
ス
」、

「
錨
印
ソ
ー
ス
」、「
白
玉
ソ
ー
ス
」
な
ど
が

「
洋
式
醤
油
」
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
が
な

か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た
。

明
治
三
一
年
に
開
か
れ
た
全
国
醤
油
大

会
で
は
、
日
本
の
醤
油
を
原
料
に
し
て
ウ

ス
タ
ー
ソ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
を
製
造
す

る
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
漸
く
四
十
年
代

に
入
っ
て
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
し
た
日
本
的

な
ソ
ー
ス
が
出
来
上
っ
て
き
た
。

そ
の
後
、
肉
屋
が
コ
ロ
ッ
ケ
や
カ
ツ
を

売
る
よ
う
に
な
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

ソ
ー
ス
を
提
供
し
た
と
い
う
。
ソ
ー
ス
は

た
ち
ま
ち
普
及
し
、
洋
食
店
に
は
ソ
ー
ス

の
香
が
満
ち
み
ち
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
新

し
い
「
西
洋
の
匂
」
で
あ
っ
た
。

大
正
八
年
、
日
本
の
工
業
生
産
額
は
初
め

て
農
業
生
産
額
を
超
え
、
日
本
は
農
業
国
か

ら
工
業
国
に
変
っ
た
。
そ
う
し
た
産
業
構
造

の
転
換
と
と
も
に
都
市
へ
の
人
口
集
中
も
す

す
み
、
東
京
も
郊
外
へ
大
き
く
拡
大
し
た
。

大
正
末
に
は
郊
外
か
ら
都
心
に
む
か
う
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
、
は
や
く

も
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
が
出
現
し
た
。

そ
れ
ま
で
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
中
華

料
理
も
大
震
災
後
に
は
そ
の
安
価
と
美
味
が

庶
民
に
う
け
て
大
い
に
流
行
し
た
。
支
那
そ

ば
が
現
わ
れ
た
の
は
大
正
十
二
年
、
ワ
ン
タ

ン
は
十
五
年
と
い
わ
れ
る
。

都
市
圏
の
拡
大
や
職
住
分
離
は
外
食
の
機

会
を
増
や
し
た
。
飲
食
店
の
数
も
増
え
、
店

の
大
衆
化
も
す
す
ん
だ
。
市
中
に
は
大
衆
食

堂
、
簡
易
食
堂
な
ど
が
出
現
、
高
級
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
か
っ
た
百
貨
店
の
食
堂
も
入
り
や

す
く
改
造
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
食
堂
で
は
和

食
ば
か
り
で
な
く
、
洋
食
も
中
華
も
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
多
く
の
庶
民
は

そ
こ
で
は
じ
め
て
新
し
い
異
国
の
食
を
試
食

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

新
し
い
食
素
材
も
調
理
器
具
も
次
第
に
整

い
、
実
物
を
食
べ
て
み
て
、
そ
れ
ま
で
学
校

で
習
っ
た
り
、
活
字
で
見
た
り
し
て
い
た
だ

け
の
洋
食
、
華
食
が
は
じ
め
て
身
近
な
も
の

に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
西
洋
料
理
も
中
華
料
理
も
次
第

に
普
及
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
料
理
の
体
系

と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
品
ご

と
の
料
理
と
し
て
米
飯
の
副
食
に
適
し
た
も

の
だ
け
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
出
来
上
っ
た
和
食
の
基
礎
の

上
に
、
新
し
い
西
洋
、
中
華
の
料
理
が
和
風

化
さ
れ
つ
つ
組
み
こ
ま
れ
て
日
本
の
食
卓
は

格
段
に
多
彩
化
し
た
。
こ
う
し
て
世
界
に
類

の
な
い
和
・
洋
・
華
混
合
の
多
様
な
食
が
新

し
い
日
本
の
食
と
し
て
成
立
し
て
き
た
。
大

正
末
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
時
代

で
あ
る
。
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９
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醤
油
樽
の
は
じ
ま
り

醤
油
樽
は
十
三
世
紀
の
中
頃
に
、

中
国
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
た
「
桶
」
が
、
そ
の
原
形

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
伝
来
の

「
桶
」
か
ら
「
樽
」
を
生
み
出
し
た
の

は
、
日
本
民
族
独
自
の
知
恵
と
技
術

の
成
果
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

樽
は
元
来
、
酒
の
輸
送
容
器
と
し

て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す

が
、
後
に
醤
油
樽
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
工
夫
・
改
良
さ

れ
、
醤
油
需
要
の
拡
大
と
共
に

昭
和
の
中
頃
ま
で
、
そ
の
流

通
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
醤
油
の

品
質
と
保
存
に
欠
か
せ
な
い
存

在
感
の
あ
る
容
器
だ
っ
た
の
で
す
。

醤
油
樽
作
り
の
全
工
程

樽
は
通
常
、
十
四
、
五
枚
の
側
板

が
わ
い
た

と
、
数
枚
の
板
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
作

る
蓋
板
と
底
板
、
竹
を
編
ん
で
作
っ

た
六
種
類
の
タ
ガ
の
三
者
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
樽
の
組
み
立
て
は
、

削
り
終
わ
っ
た
側
板
を
タ
ガ
で
結
ん

で
ま
と
め
た
こ
と
か
ら
、「
結
い
立
て
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

樽
の
上
部
（
蓋
）
と
下
部
（
底
）
と

で
は
、
直
径
で
お
お
よ
そ
４
・
５
cm

の
差
が
あ
り
底
が
す
ぼ
ま
っ
て
、
胴

の
部
分
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

形
を
作
る
た
め
、
側
板
の
上
下
の
幅

を
揃
え
て
長
方
形
に
カ
ッ
ト
し
ま
す

が
、
数
枚
の
板
は
上
下
の
幅
を
違
え

て
作
っ
て
お
き
ま
す
。
こ
の
幅
の
広

い
方
を
「
カ
ッ
パ
」、
狭
い
方
を
「
シ

ッ
ポ
」
と
呼
び
、
こ
の
方
法
は
日
本

固
有
の
も
の
な
の
で
す
。

醤
油
樽
の
仕
上
げ

仕
上
は
、
樽
の
周
囲
に
巻
か
れ
た

六
本
の
「
タ
ガ
」
を
「
サ
サ
ラ
」
と

呼
ば
れ
る
ブ
ラ
シ
で
磨
き
上
げ
ま
す
。

次
に
樽
の
正
面
に
、
規
定
の
商
標

（
印
）を
施
し
、「
縄
掛
け
」
を
し
ま
す
。

醤
油
容
器
と
し
て
、
よ
り
強
固
で
安

全
性
を
高
い
も
の
に
す
る
と
同
時
に
、

風
格
と
見
栄
え
も
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

縄
が
あ
れ
ば
運
搬
の
際
「
吊
る
し

鈎
」
に
引
っ
か
け
や
す
く
、
ま
た
揺

れ
や
振
動
、
衝
撃
に
対
し
て
も
万
全

だ
っ
た
の
で
す
。

実
用
の
世
界
か
ら
失
わ
れ
て
久
し
い

樽
で
す
が
、
か
つ
て
日
本
の
食
文
化
を
支

え
て
き
た
歴
史
は
、
き
っ
と
、
後
世
に
も

語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

★
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
第
47
回
日
本
紹

介
映
画
・
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
（
外

務
省
・
文
化
庁
・
朝
日
新
聞
社
後
援
）

に
お
い
て
優
秀
作
品
と
認
め
ら
れ
、

『
外
務
大
臣
賞
』
と
『
銀
賞
』
を
併
せ

て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
０
０
３
年
12
月
９
日
）

ま
た
、
第
42
回
日
本
産
業
映
画
・

ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
（
文
部
科
学

省
・
経
済
産
業
省
・
毎
日
新
聞
社
後

援
）
に
お
い
て
優
秀
作
品
と
認
め
ら

れ
、（
金
賞
）『
日
本
経
済
団
体
連
合

会
会
長
賞
』
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
０
０
４
年
６
月
14
日
）

●
『
醤
油
樽
の
物
語
』
の
ビ
デ
オ
に

関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
当
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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「日本の食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻6,300円（消費税込）

■日本料理ともてなしの心 ～湯木貞一の世界～

■懐石、しつらう ～食卓と日本人～

■おばんざい歳時記　～庶民の味覚と四季～
■食は江戸 ～江戸前の料理と外食～

■舶来の日本料理 ～食文化の翻訳術～

「中国の食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻7,140円（消費税込）

■北　京 ～庶民の味宮廷の味～

■広　東 ～食は広州に在り～

■江　南　～魚米之郷の名菜譜～
■四　川 ～天府之国の百菜百味～

■調理と医食同源 ～厨房にみる味の秘訣～

「ヨーロッパの食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻6,300円（消費税込）

■黄金のフランス料理 ～エスコフィエと美食神話～

■クリストフ・マルガンの伝統料理 ～現代フランス料理事情～

■ペリゴールの秋のはなむけ ～貴腐ワイン、フォワグラ、トリュフ～

■主役はいつも大きなテーブル ～食卓画を読む～

■木村尚三郎のシチリア食紀行 ～地中海式食事法～

キッコーマン・ビデオライブラリー

「世界の食文化」シリーズ
いま世界が求めているものは、質のよい食材と調味料をつかって、おいしい料理をみんなで囲む、
くらしといのちが輝く生活です。キッコーマンならではの視点で、世界の食文化を映像にとらえました。

TOPIC
― 新 作 ビ デ オ の ご 紹 介 で す ―

【お問い合わせ】キッコーマン国際食文化研究センター（キッコーマン・ビデオライブラリー） TEL:04-7123-5215 URL:http://kiifc.kikkoman.co.jp/
●販売に関するお問い合わせ：ソニーＰＣＬ（ソリューション営業部） TEL:03-5792-9340 FAX:03-5792-9329 Eメール:bn@pcl.sony.co.jp
●ビデオテープは、すべて日本語版です。

◎キッコーマン国際食文化研究センターは、東アジア食文化支援の一環として、（社）ドイツ東アジア美術協会（ドイツ）の賛助会員の資格を得て、当美術協会の活動支援を行っています。

・・・ 

●
醤
油
樽
製
造
の
全
工
程
を
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
！



「
ア
メ
リ
カ
の
食
」
と
い
え
ば
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に

代
表
さ
れ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
あ
る
い
は
巨
大
な

ス
テ
ー
キ
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
世
界
中
か
ら
移
民
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
多
民
族
国
家
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
は
、
け
っ
し
て

そ
れ
だ
け
の
、
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
は
新
し
い
国
、
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
確
か

に
一
七
七
六
年
の
独
立
宣
言
か
ら
は
わ
ず
か
二
百
数
十

年
の
歴
史
で
は
あ
る
も
の
の
、
紀
元
前
二
五
〇
〇
〇
〜

一
二
〇
〇
〇
年
頃
、
ア
ジ
ア
か
ら
こ
の
大
陸
に
た
ど
り

つ
い
た
人
々
、
い
わ
ゆ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン

が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ん
で
き
た
食
の
知
恵
が
、

現
在
に
ま
で
生
き
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
現
在
、
世
界
有
数
の
農
業
国
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
農
産
物
の
七
分
の
四
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
ン
に
教
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
食
の
知
恵
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
や
っ
て
き
た
入
植
者
が
新
大
陸
で
生
き
延
び
る

際
に
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
食
の
交

流
を
語
る
も
の
と
し
て
、
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ

（Thanksgiving
Day

）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
サ
ン
ク

ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
は
、
独
立
記
念
日
と
並
ぶ
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
最
も
重
要
な
祝
日
で
あ
る
が
、
こ
の
日
に

は
、
日
本
の
正
月
の
お
節
料
理
の
よ
う
な
定
番
メ
ニ
ュ
ー

を
家
族
で
囲
む
。
食
卓
に
並
ぶ
の
は
、
七
面
鳥
の
丸
焼
き

や
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
・
ソ
ー
ス
（
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
に
似
た
赤

い
実
を
煮
詰
め
た
、
甘
い
口
と
り
の
よ
う
な
も
の
）、
サ

コ
タ
ッ
シ
ュ
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
豆
を
一
緒
に
煮
、
メ
イ

プ
ル
・
シ
ュ
ガ
ー
で
味
つ
け
し
た
も
の
）、
パ
ン
プ
キ

ン
・
パ
イ
な
ど
だ
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
享
受
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
原
産

の
素
材
を
使
っ
た
も
の
だ
。
サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ

イ
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
が
、
一
七
世
紀
初
期
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
入
植
し
て
き
た
人
々
が
、
そ
れ
ま
で
自
分
た
ち

が
暮
ら
し
て
き
た
土
地
と
は
異
な
る
風
土
に
と
ま
ど
う

中
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は

の
食
材
の
栽
培
方
法
や
食
べ
方
を
伝
授
し
た
お
か
げ
で
飢

え
を
免
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
饗
宴
が
行
わ
れ
た
、
と
い

う
話
が
人
口
に
膾
炙

か
い
し
ゃ
し
て
い
る
。

サ
ン
ク
ス
・
ギ
ビ
ン
グ
・
デ
イ
の
料
理
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
郷
土
料
理
に
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
が
調
理
方
法
を
生
み
出
し
た
も
の
が
少

な
く
な
い
。
七
面
鳥
や
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
な
ど
の
野
鳥
・

野
生
動
物
料
理
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
や
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
ピ
ー
カ
ン
・
ナ
ッ
ツ
、
多

種
多
様
な
キ
ノ
コ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ

ト
、
ア
ボ
カ
ド
、
ヤ
ム
と
呼
ば
れ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
…
ア
メ
リ
カ
の
大
地
が
生
み
出
し
た
豊
穣
な
実
り

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
よ
っ
て
様
々
に
調
理

法
が
工
夫
さ
れ
、
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
入
植
者

た
ち
の
食
文
化
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、「
ア
メ

リ
カ
料
理
」
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
四
九
二
年
に
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

「
発
見
」
し
て
か
ら
後
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
が
始
ま

ろ
う
と
い
う
頃
と
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
し
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
に
よ
る
植
民
が
始
ま
る
。
一
五
六
五
年
に
ま
ず

ス
ペ
イ
ン
が
フ
ロ
リ
ダ
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン

に
、
続
い
て
一
六
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
に
ジ
ェ
ー
ム
ズ
タ
ウ
ン
を
建
設
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
た
ち
（
メ
イ
フ
ラ
ワ

ー
号
で
渡
っ
た
一
○
二
人
の
清
教
徒
）
が
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
の
プ
リ
マ
ス
に
上
陸
し
た
の
は
一
六
二
〇
年
、

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
メ

イ
ン
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
、

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
各
州
）
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
入
植
民
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
（
清
教
徒
）
が
多
く
移

住
し
、
彼
ら
は
後
に
ア
メ
リ
カ
北
部
発

展
の
牽
引
役
を
果
た
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
食
文
化
に
お
い
て
も
、
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
の
生
活
様
式
や
思
考
方
法

は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
宗
教
的
な
教
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紀
元
前
二
万
年
の
大
陸
に
、
食
文
化
の
胎
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
た

世
界
の
食
の
交
差
点
―
―
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
見
聞
録【
上
】

加藤裕子（かとうひろこ）
1970年　東京に生まれる
1993年　早稲田大学政治経済学部政治学科卒業　同年（株）集英社

入社
女性月刊誌「LEE」編集部に在籍

1999年　退職。生活文化ジャーナリストとしてフリーランス
活動を開始。同年渡米
The Vegetarian Resource Group（メリーランド州）
に籍をおき、アメリカのベジタリアン事情、食生活、
健康志向などをテーマに取材。帰国後は日米のメディ
アで活躍している
著書に『寿司、プリーズ！～アメリカ人寿司を喰う』
（2002年　集英社新書）、『「シャキッと炒める」を英
語で言うと』（2002年 幻冬舎）、『食べるアメリカ人』
（2003年 大修館書店）などがある

入
植
者
た
ち
の
食
生
活

サンクス・ギビング・デイ（感謝祭）の食卓風景



え
に
根
ざ
し
た
禁
欲
的
態
度
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
は
名
ば
か
り
の
、
イ

ギ
リ
ス
本
国
と
は
ま
っ
た
く
違
う
気
候
や
風
土
に
あ
っ

て
、
入
植
者
た
ち
は
、
早
々
に
飢
え
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の

助
け
も
あ
っ
て
、
少
し
ず
つ
生
活
を
軌
道
に
乗
せ
て
は

い
っ
た
も
の
の
、
こ
の
地
方
特
有
の
長
く
厳
し
い
冬
は
、

そ
の
後
も
入
植
者
た
ち
の
食
生
活
に
一
定
の
枷か

せ
を
与
え

続
け
る
こ
と
に
な
る
。
収
穫
が
終
わ
る
秋
が
過
ぎ
る
頃

に
は
、
人
々
は
冬
を
越
す
た
め
の
食
糧
の
貯
蔵
を
終
え

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
冬
中
通
し
て
倹
約
に
い
そ
し

む
必
要
が
あ
っ
た
。
冬
の
間
、
毎
日
食
卓
に
並
ん
だ
の

は
、
貯
蔵
さ
れ
た
塩
漬
け
豚
肉
や
乾
燥
豆
を
使
っ
た
単

調
な
料
理
で
あ
り
、
春
に
な
る
と
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー

作
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
夏
か
ら
秋
ま
で
は
、
肉

に
代
わ
っ
て
、
乳
製
品
が
人
々
の
栄
養
源
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
入
植
者
た
ち
は
、
美
食
を

罪
と
し
、
身
を
養
う
に
十
分
な
食
物
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ

で
よ
し
、
と
い
う
、
清
教
徒
的
禁
欲
精
神
の
持
ち
主
で

あ
っ
た
。
同
じ
も
の
を
食
べ
続
け
て
も
、
神
が
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
恵
み
に
不
平
を
い
う
こ
と
な
ど
も
っ
て
の

ほ
か
、
ど
ん
な
に
粗
末
な
食
事
で
も
、
そ
れ
で
飢
え
か

ら
救
わ
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
彼
ら
は
食
卓
に
つ
い

た
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

は
豊
富
な
食
材
が
実
る
土
地
で
あ
っ
た
。
ロ
ブ
ス
タ
ー

や
蛤
、
牡
蠣
を
は
じ
め
と
す
る
海
の
幸
が
ふ
ん
だ
ん
に

獲
れ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
な
ど
ベ
リ
ー

類
が
豊
か
に
実
り
、
今
で
も
名
産
の
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
を
恵
む
楓
の
森
が
広
が
る
。
七
面
鳥
や
鹿
、
野
ウ
サ

ギ
な
ど
の
野
生
動
物
や
野
鳥
の
肉
、
カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
…
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

特
産
品
は
数
え
切
れ
な
い
。
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
食
材
を
使
っ
て
、
入
植
者
た
ち
は
祖
国
イ
ギ
リ

ス
の
料
理
を
作
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と

ク
リ
ー
ム
を
混
ぜ
た
ミ
ル
ク
、
卵
に
調
味
料
を
入
れ
て

作
っ
た
コ
ー
ン
・
プ
デ
ィ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
名
物
の

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
に
つ
き
も
の
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
プ

デ
ィ
ン
グ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
料
理
の
ル
ー
ツ
は
、
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
限
ら
な
い
。
新
大
陸
め
ざ
し
て
入
植
し

て
き
た
中
に
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
よ
う
に
禁
欲
的
で

な
い
人
々
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
七

一
八
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
オ
ル
レ

ア
ン
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
八
〇
三
年
に
ア
メ
リ
カ
に
割
譲
さ
れ
る
ま

で
の
半
世
紀
ほ
ど
、
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
も
受
け
た
こ
の

地
か
ら
は
、「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ

る
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
中
で
も
独
特
の
食
文
化
が
生
ま

れ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
が
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
食
材
を
使
っ
て
イ
ギ
リ
ス
料
理
を
作
っ
た
よ
う
に
、

「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
も
、
土
地
の
産
物
を
フ

レ
ン
チ
の
技
法
で
調
理
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
に

は
、
も
ち
ろ
ん
元
々
住
ん
で
い
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ

リ
カ
ン
、
さ
ら
に
は
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ア

フ
リ
カ
系
や
西
イ
ン
ド
諸
島
の
黒
人
た
ち
の
食
文
化
も

含
ま
れ
て
い
る
。「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
」
の
代

表
料
理
に
は
、
ザ
リ
ガ
ニ
や
エ
ビ
の
エ
ト
フ
ェ
（
フ
レ

ン
チ
の
技
法
の
ひ
と
つ
で
、
ス
ー
プ
な
ど
で
煮
込
む
料

理
）
や
ワ
ニ
肉
が
入
っ
た
ガ
ン
ボ
（
具
だ
く
さ
ん
の
濃

厚
な
ス
ー
プ
。
フ
レ
ン
チ
の
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
に
影
響
を

受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
）、
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
（
ス
パ
イ

ス
の
効
い
た
炊
き
込
み
ご
飯
。
ス
ペ
イ
ン
の
パ
エ
リ
ヤ

に
似
せ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
）
な
ど
が
あ
る
。

禁
欲
的
で
な
い
、
と
い
え
ば
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八

世
紀
に
か
け
て
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
移
住
し
た
ド
イ

ツ
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
子
孫
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
・

ダ
ッ
チ
は
、
く
ず
肉
を
集
め
た
料
理
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ル

や
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
ピ
ク
ル
ス
な
ど
、
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
に
通
じ
る
質
素
で

倹
約
を
旨
と
す
る
料
理
を
得
意
と
し
た
。
し
か
し
、

大
き
な
違
い
は
、「
食
べ
物
を
無
駄
に
す
る
よ
り
は
胃

袋
を
破
裂
さ
せ
る
方
が
ま
し
で
あ
る
」
と
い
う
格
言
が

あ
る
ほ
ど
の
大
食
漢
で
あ
り
、
彼
ら
は
非
常
に
強
く
食

に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
・
ダ
ッ
チ
は
非
常
に
甘
い
も
の
好
き
で
、
日
に
三
度

パ
イ
を
食
べ
（
ミ
ー
ト
パ
イ
の
よ
う
な
甘
く
な
い
も
の

も
含
ま
れ
て
は
い
た
が
）、
朝
食
に
ジ
ャ
ム
や
糖
蜜
が

入
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
、
収
穫
時
の
「
十
時
の
お
や
つ
」
に

は
、
粉
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
ド
ー
ナ
ツ
を
つ
ま
ん
だ
。
ち

な
み
に
、
現
在
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、
真
ん
中
に
穴
の
開
い

た
ド
ー
ナ
ツ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
・
ダ
ッ
チ
の
そ
れ

が
元
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
。

南
部
で
は
、
大
規
模
農
場
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

で
栽
培
さ
れ
る
タ
バ
コ
、
綿
、
砂
糖
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
輸
出
さ
れ
、
経
済
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
た
め
、

早
く
か
ら
富
裕
層
が
形
成
さ
れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は

客
を
招
い
て
の
晩
餐
は
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
宿
泊
し
た
客
は
、
朝
食
か
ら
肉
類
、

果
物
に
ア
ル
コ
ー
ル
付
き
の
豪
勢
な
食
事
で
も
て
な
さ

れ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
歓
待
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
力
と
し
て
、
早
く

も
一
七
〇
〇
年
代
か
ら
ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
が
連
れ
て

来
ら
れ
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
料
理
上
手
と
評
判
が
高
く
、

主
人
一
家
さ
ら
に
は
大
勢
の
客
人
の
食
事
を
作
る
料
理

人
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
た
。
彼
ら
が
ア
フ
リ
カ
か
ら

携
え
て
き
た
オ
ク
ラ
、
ご
ま
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ブ
ラ
ッ

ク
・
ア
イ
ド
・
ピ
ー
な
ど
は
、
南
部
料
理
の
主
要
な
材

料
と
な
っ
た
。
ま
た
、
南
部
で
は
豚
肉
が
非
常
に
好
ま

れ
、
特
に
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
飼
料
に

し
て
育
っ
た
豚
を
燻
し
て
作
る
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ハ
ム
は
、
そ
の
肉
の
柔
ら
か
さ
が
類
を
見
ず
、
ビ
ク
ト

リ
ア
女
王
へ
の
献
上
品
に
も
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

一
七
世
紀
初
期
か
ら
始
ま
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る

入
植
の
時
代
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
が
始
ま
る

の
が
一
七
七
五
年
で
あ
る
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
は
、

12

独
立
戦
争
、
そ
し
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初
期
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
食
卓
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一
七
五
五
年
か
ら
一
七
六
三
年
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス

人
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
連
合
軍
を
相
手
に

し
た
植
民
地
戦
争
な
ど
、海
外
植
民
地
を
め
ぐ
っ
て
列
強

諸
国
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
そ
の
莫
大
な
戦
費

に
よ
る
赤
字
解
消
の
た
め
、
す
で
に
経
済
的
繁
栄
を
謳

歌
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
領
一
三
植
民
地
へ
の
課
税

を
強
め
た
。
一
七
七
三
年
の
ボ
ス
ト
ン
・
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
は
、
そ
う
し
た
一
連
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
課
税
強

化
政
策
の
ひ
と
つ
、
紅
茶
に
か
け
ら
れ
た
関
税
の
高
さ

に
対
す
る
抗
議
行
動
で
あ
り
、
そ
の
二
年
後
に
始
ま
る

独
立
戦
争
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

ボ
ス
ト
ン
港
に
つ
な
が
れ
た
イ
ギ
リ
ス
船
の
紅
茶
の
積

み
荷
三
四
二
箱
が
海
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ

の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
事
件
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
人
の
コ

ー
ヒ
ー
好
き
に
も
一
役
買
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
れ
ま

で
の
入
植
者
た
ち
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
人
同
様
、
非
常

に
紅
茶
を
好
む
人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
相
次
ぐ
紅

茶
に
対
す
る
課
税
に
よ
り
、
人
々
は
イ
ギ
リ
ス
の
暴
虐

を
象
徴
す
る
紅
茶
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う
行
動
を

と
り
、
そ
れ
は
七
年
間
に
わ
た
る
独
立
戦
争
の
間
続
け

ら
れ
た
。
紅
茶
の
代
わ
り
に
、
コ
ー
ヒ
ー
や
、「
リ
バ

テ
ィ
・
テ
ィ
ー
」
と
当
時
の
人
々
が
呼
ん
だ
、
一
種
の

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
が
飲
ま
れ
た
と
い
う
。

一
七
七
六
年
に
独
立
宣
言
、
そ
の
後
、
独
立
戦
争
の

指
揮
官
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
初
代
大

統
領
に
就
任
す
る
の
が
一
七
八
九
年
で
あ
る
。
建
国
当

時
の
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
の
食
生
活
を
か
い
ま
見
て
み

よ
う
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
主
で
も

あ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
他
の
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
主
同
様
、
客
を
招
い
て
の
晩
餐
を
好
ん
だ
。
当
時

の
慣
例
と
し
て
晩
餐
は
三
時
に
始
ま
り
、
自
身
の
農
場

か
ら
の
農
産
物
、
近
郊
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
か
ら
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
、
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
て
よ
く
太
っ
た
豚
、
野

鳥
や
野
生
動
物
の
肉
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
ハ
ム
、
そ
し
て

果
樹
園
で
と
れ
た
り
ん
ご
や
桃
の
自
家
製
ブ
ラ
ン
デ
ィ

な
ど
が
供
さ
れ
た
と
い
う
。
当
時
人
気
の
あ
っ
た
ア
ー

テ
ィ
ー
チ
ョ
ー
ク
は
し
ば
し
ば
ワ
シ
ン
ト
ン
好
物
の
サ

ラ
ダ
に
入
れ
ら
れ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
他
に
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
と
マ
デ
イ
ラ
・
ワ
イ
ン
を
大
変
好
ん
だ
と
い
う
。

現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
フ
ラ
ン
シ

ス
・
タ
バ
ー
ン
」
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
好
ん
だ
と
い

わ
れ
る
料
理
、
た
と
え
ば
、
チ
キ
ン
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
ラ

イ
ス
添
え
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
風
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ

ダ
ー
、
ア
ッ
プ
ル
・
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
ク
リ
ー
ム
添
え
な

ど
を
今
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

独
立
宣
言
起
草
者
で
も
あ
る
第
三
代
大
統
領
、
ト
ー

マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
も
グ
ル
メ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
や
は
り
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

主
で
あ
っ
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
初
め

て
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
な
ど
、
法
律
や
外
国
語
、
美
術
、

建
築
な
ど
彼
が
才
能
を
発
揮
し
た
他
の
分
野
同
様
、
農

芸
科
学
者
と
し
て
も
第
一
級
の
才
能
を
み
せ
た
。
当
時
、

ト
マ
ト
は
毒
が
あ
る
と
人
々
に
思
わ
れ
て
い
た
の
で
、

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
自
ら
ト
マ
ト
に
か
ぶ
り
つ
い
て
、

食
べ
て
も
大
丈
夫
、
と
証
明
し
て
み
せ
た
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
公
使
と
し
て
五
年
ほ
ど
パ
リ
に
滞
在
す
る

と
い
う
経
験
は
当
然
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
食
通
の
レ

ベ
ル
を
よ
り
一
層
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ジ
ェ
フ
ァ

ー
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
愛
し
、
黒
人
奴
隷
の
コ
ッ

ク
を
フ
ラ
ン
ス
に
連
れ
て
行
き
、
優
れ
た
フ
レ
ン
チ
の

シ
ェ
フ
た
ち
か
ら
教
え
を
受
け
さ
せ
た
。
ま
た
、
元
々
、

ワ
イ
ン
通
で
あ
っ
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、「
外
交
よ

り
熱
心
」
と
陰
口
を
叩
か
れ
る
ほ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
の
ワ
イ
ン
産
地
め
ぐ
り
に
熱
中
し
て
い
る
。
彼
は
、

上
等
な
ワ
イ
ン
に
お
い
し
い
食
事
が
外
交
に
不
可
欠
、

と
信
じ
て
お
り
、
大
統
領
在
任
中
の
豪
華
な
晩
餐
会
の

費
用
は
し
ば
し
ば
大
統
領
の
給
与
で
は
ま
か
な
え
ず
、

彼
個
人
の
財
産
で
補
填
し
た
ほ
ど
だ
と
い
う
。

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
好
物
の
ひ
と
つ
、
マ
カ
ロ
ニ
・

ア
ン
ド
・
チ
ー
ズ
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
彼
が
持
ち
帰
っ

た
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
と
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
で
作
っ
た

彼
の
「
発
明
」
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
で
も
ア
メ
リ
カ
人

の
好
物
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
作
り
方
を
習
い
覚
え
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
当

時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
手
に
入
ら
な
か
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
作
り
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
傾
け
、
氷
に
塩
を
加

え
た
樽
の
中
で
ク
リ
ー
ム
を
攪
拌
す
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
・
マ
シ
ー
ン
を
考
案
し
た
り
し
て
い
る
。

現
代
の
ア
メ
リ
カ
の
食
に
対
す
る
評
判
は
け
っ
し
て

高
く
は
な
い
が
、
建
国
当
時
の
ア
メ
リ
カ
料
理
は
ま
ず

く
な
か
っ
た
、
と
い
う
証
人
の
ひ
と
り
に
、
か
の
ブ
リ

ヤ
・
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
が
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
中
、
二
年

ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
亡
命
し
て
い
た
稀
代
の
美
食
家

は
、
一
七
九
四
年
に
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
を
訪
れ
て
、
コ

ー
ン
ビ
ー
フ
や
ガ
チ
ョ
ウ
の
煮
込
み
、
マ
ト
ン
の
も
も

肉
、
豊
富
な
野
菜
な
ど
を
楽
し
ん
だ
、
と
い
う
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
大
陸
の
食
材
で
あ
る
七
面
鳥

の
狩
り
に
招
か
れ
た
彼
は
、
そ
の
肉
の
味
わ
い
は
最
高

だ
っ
た
、
と
誉
め
た
と
い
う
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
事
情
の
豊
か
さ
を
証
明
す

る
も
の
と
し
て
、
体
格
の
推
移
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
国

の
成
人
の
平
均
身
長
は
、
二
な
い
し
三
世
代
前
か
ら
の

栄
養
状
態
の
水
準
の
反
映
で
あ
る
。
一
七
世
紀
初
め
の

入
植
初
期
、
白
人
の
入
植
者
た
ち
は
、
同
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
背
が
低
か
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
だ
け
栄
養
状
態
が
悪
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
一

八
世
紀
後
半
に
ア
メ
リ
カ
が
独
立
す
る
ま
で
に
は
驚
異

的
な
伸
び
を
み
せ
、
五
フ
ィ
ー
ト
八
イ
ン
チ
（
約
一
七

二
・
七
二
セ
ン
チ
）
と
、
二
〇
世
紀
半
ば
の
ア
メ
リ
カ

人
の
平
均
身
長
と
ほ
ぼ
同
じ
体
格
に
達
し
た
。
わ
ず
か

一
五
〇
年
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
食
糧
事
情
は
飛
躍

的
に
進
化
し
た
の
で
あ
る
。「
一
日
に
三
回
肉
を
食
べ
、

し
か
も
三
食
そ
れ
ぞ
れ
の
量
は
半
端
で
は
な
い
」
と
、

一
八
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
、

南
北
戦
争
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
人
が
有
り

余
る
ほ
ど
の
食
糧
を
享
受
し
て
い
る
さ
ま
に
驚
嘆
し
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
た
「
七
、
八
種
類
の

料
理
を
六
分
ほ
ど
で
平
ら
げ
て
し
ま
う
ア
メ
リ
カ
紳
士

た
ち
」
と
記
し
て
い
る
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、

体
格
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
人
に
ま
さ
る
と

も
劣
ら
ぬ
大
食
漢
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

13

食
の
多
様
化
が
進
む
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
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フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
移
動
料
理

こ
の
頃
、
一
八
世
紀
前
半
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
生
活
に

多
様
性
が
増
し
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。「
肉
と
パ
ン
」

以
外
の
食
物
、
た
と
え
ば
野
菜
の
生
産
が
増
え
、
夏
野

菜
と
冬
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
食
卓

に
並
ぶ
食
品
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
出
て
き
た
。
北
部
で
は

じ
ゃ
が
い
も
が
、
南
部
で
は
さ
つ
ま
い
も
が
広
く
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
事
に
お
け
る
野
菜
の
量
が
増

え
た
こ
と
で
、
人
々
は
単
調
な
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
解
放
さ

れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
か
ら
く
る
病

気
、
た
と
え
ば
壊
血
病
に
対
す
る
抵
抗
力
も
増
し
た
。

一
九
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
香
辛
料
、
砂
糖
、
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
嗜
好
品
も
広
く
行
き
渡
る
よ
う
に
な

る
。
裕
福
な
階
級
が
独
占
し
て
い
た
贅
沢
品
、
紅
茶
も
、

一
八
世
紀
後
半
に
は
日
常
的
飲
み
物
と
な
っ
て
い
た
。

コ
ー
ヒ
ー
は
紅
茶
以
上
に
急
速
に
普
及
し
、
一
八
〇
〇

年
か
ら
四
〇
年
の
間
に
、
消
費
量
は
五
倍
に
増
え
た
。

ま
た
、
一
八
二
〇
年
代
以
降
の
禁
酒
運
動
の
高
ま
り
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
替
品
と
し
て
、
水
や
コ
ー
ヒ
ー
、
紅

茶
の
消
費
を
一
層
う
な
が
す
こ
と
と
な
っ
た
。
コ
ー
ヒ

ー
、
紅
茶
の
消
費
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
入
れ

る
砂
糖
や
糖
蜜
の
消
費
量
も
急
速
に
増
え
、
一
八
三
三

年
の
平
均
的
労
働
者
家
庭
の
食
費
の
概
算
に
よ
る
と
、

砂
糖
と
紅
茶
に
対
す
る
支
出
は
肉
へ
の
支
出
を
上
回
っ

て
い
た
ほ
ど
だ
と
い
う
。

一
九
世
紀
前
半
は
、
食
の
贅
沢
化
が
進
ん
だ
時
期
で

も
あ
っ
た
。
一
七
八
九
年
に
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命

に
よ
っ
て
、
パ
リ
に
い
た
シ
ェ
フ
が
多
数
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
し
、
パ
リ
風
の
高
級
料
理
を
ア
メ
リ
カ
人
に
広
め

る
こ
と
と
な
る
。
一
八
二
八
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
パ
リ
風
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン「
デ
ル
モ
ニ
コ
」が
開
店
し
、

裕
福
な
商
人
た
ち
は
、
ア
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
数
十
種
類
の
肉
と
魚
料
理
、
そ
し
て
貯
蔵

室
に
蓄
え
ら
れ
た
百
種
以
上
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

一
八
二
〇
年
代
ま
で
に
は
、
氷
冷
蔵
庫
が
一
般
化
し
、

都
市
の
富
裕
階
級
は
、
夏
の
期
間
中
、
牛
乳
、
バ
タ
ー
、

野
菜
、
生
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
一
方
、

貧
富
の
差
も
拡
大
し
、
都
市
の
貧
困
労
働
者
階
級
や
貧

し
い
田
舎
の
農
民
は
、
パ
ン
よ
り
も
安
い
じ
ゃ
が
い
も

を
主
食
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
黒
人
奴
隷
た
ち
も
、

肉
や
砂
糖
を
口
に
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
大
部
分
を
依
存
し
て
い
た
。

人
々
が
よ
り
裕
福
に
な
り
、
食
事
が
贅
沢
で
多
様
に

な
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
「
改
革
論
者
」

も
出
現
し
た
。
有
名
な
の
は
、
今
で
も
グ
レ
ハ
ム
・
ク

ラ
ッ
カ
ー
と
い
う
全
粒
粉
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
名
を
残
し

て
い
る
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
グ
レ
ハ
ム
で
あ
る
。
長
老

教
会
派
の
牧
師
で
も
あ
っ
た
彼
は
、
豊
か
な
中
流
階
級

は
過
食
の
度
が
過
ぎ
、
飽
食
状
態
で
あ
り
、
精
力
過
多

で
あ
る
と
批
判
し
、
肉
の
摂
り
す
ぎ
、
香
辛
料
と
刺
激

物
、
精
製
さ
れ
た
粉
で
作
っ
た
パ
ン
や
菓
子
の
食
べ
過

ぎ
は
、
肉
体
的
に
は
消
化
不
良
と
い
う
病
を
、
精
神
面

で
は
心
の
落
ち
こ
み
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
た
。
彼
の

主
張
は
、
都
市
の
一
定
の
階
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
彼

ら
は
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
肉
を
完
全
に
断
ち
、
水
を

飲
み
、
荒
く
精
製
さ
れ
た
田
舎
風
の
黒
い
パ
ン
を
主
食

に
し
た
。
現
代
ア
メ
リ
カ
で
も
盛
ん
な
健
康
食
の
は
じ

ま
り
の
ひ
と
つ
が
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
は
西
部
へ
の
「
膨
張
」
を
続
け

て
い
た
。
一
八
三
〇
年
代
の
初
め
か
ら
、「
辺
境
」
と

呼
ば
れ
た
西
部
地
域
へ
の
人
々
の
移
住
が
始
ま
り
、
一

八
四
八
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
金
鉱
が
発
見
さ

れ
、
東
部
か
ら
人
々
が
熱
狂
的
に
集
ま
っ
て
き
た
。

「
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
」
で
あ
る
。「
今
や
ア
メ
リ
カ

大
陸
に
は
『
辺
境
』
と
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
た
」
と

国
勢
調
査
局
が
宣
言
し
た
一
八
九
〇
年
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
は
「
西
部
辺
境
」
の
時
代
に
入
る
。
人
々
は
全
財
産

を
積
ん
で
、
幌
馬
車
や
乗
り
合
い
の
駅
馬
車
で
遙
か
な

旅
路
を
西
へ
と
進
ん
だ
。
小
麦
粉
、
ベ
ー
コ
ン
、
コ
ー

ヒ
ー
、
砂
糖
、
乾
燥
豆
、
塩
、
こ
し
ょ
う
な
ど
の
調
味

料
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
積
み
込
み
、
缶
詰
や
乾
燥
野

菜
を
携
帯
し
た
。
旅
の
食
事
は
単
調
で
、
朝
食
は
ベ
ー

コ
ン
と
乾
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
、
昼
食
や

夕
食
に
は
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
、
ド
ラ
イ
・
ア
ッ
プ
ル
の

シ
チ
ュ
ー
、
ベ
ー
コ
ン
、
堅
パ
ン
な
ど
が
並
ん
だ
。

元
々
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
食
で
あ
っ
た

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
肉
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
乾
燥
さ

せ
、
細
か
い
粉
末
状
に
し
た
ペ
ミ
カ
ン
も
、
旅
行
中
の

大
事
な
栄
養
源
で
あ
っ
た
。
調
理
は
野
外
の
た
き
火
の

鍋
ひ
と
つ
で
行
わ
れ
、
塩
漬
け
の
豚
肉
か
ベ
ー
コ
ン
と

豆
を
煮
込
ん
だ
ポ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
ン
ズ
は
、
大
量

に
作
っ
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
食
べ
続
け
ら
れ
た
。

ポ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
ン
ズ
は
、
南
北
戦
争
後
か
ら

一
八
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
全
盛
だ
っ
た
カ
ウ
ボ
ー
イ
た

ち
の
主
食
で
も
あ
っ
た
。
南
北
戦
争
後
、
東
部
で
牛
肉
の

消
費
量
が
増
え
、
肉
牛
の
産
地
で
あ
る
テ
キ
サ
ス
か
ら
カ

ン
ザ
ス
な
ど
北
部
の
鉄
道
駅
ま
で
牛
を
生
き
た
ま
ま
運
ぶ

必
要
が
生
じ
、
そ
の
運
び
手
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
カ
ウ

ボ
ー
イ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
テ
キ
サ
ス
の
牛
は
、
ス
ペ

イ
ン
人
た
ち
が
持
ち
込
ん
で
き
た
牛
た
ち
の
子
孫
と
さ
れ

て
い
る
。
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
は
、
チ
ャ
ッ
ク
ワ
ゴ
ン
と
呼

ば
れ
る
炊
事
を
す
る
た
め
の
馬
車
、
そ
し
て
ク
ッ
キ
ー
と

呼
ば
れ
た
調
理
人
と
共
に
旅
を
し
た
。

開
拓
者
や
カ
ウ
ボ
ー
イ
た
ち
の
移
動
料
理
は
、
長
旅

の
最
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
食
を
楽
し
む
と
い
う
点

は
か
な
り
な
お
ざ
り
に

さ
れ
た
が
、
簡
単
に
作

れ
て
、
手
軽
に
食
べ
ら

れ
、
そ
れ
ひ
と
つ
で
激

し
い
労
働
や
旅
の
疲
れ

を
癒
す
だ
け
の
カ
ロ
リ

ー
を
と
れ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
た
。
現
代
ア

メ
リ
カ
の
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
や
電
子
レ
ン
ジ

で
温
め
る
だ
け
の
Ｔ
Ｖ

デ
ィ
ナ
ー
は
、
こ
う
し

た
移
動
用
料
理
の
末
裔

の
よ
う
に
思
え
る
。

全財産を積んで、西部への旅路を進む幌馬車の群れ
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